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あなたの一票明日を託す信州の

口
H

口
H

県知事選挙

20 10月

で
票
の

お
も
み
を
知
っ
て

政

治

八

参

加

戸中
沢
恵
美
さ
ん
d

みんなそろ って、投票選挙/よ
回
市
で
投
票
で
き
る
人

-
投
票
日
現
在
、
満
別
歳
以
上

(
昭
和
田
年
叩
月
別
日
以
前
生
ま
れ
)

で
、
平
成
8
年
7
月
3
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
上
聞
市
に
住
ん
で
い
て
住

民
登
録
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
選
草
人

名
簿
に
登
諒
さ
れ
て
い
る
人
。

-
県
向
転
出
者
。

6
月
初
日
以
桂
に
、

上
田
市
か
ら
県
内
白
市
町
村
に
転
出

さ
れ
た
人
で
、
転
出
先
の
市
町
村
の

選
挙
人
名
講
に
畳
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、

上
田
市
由
選
挙
人
名
簿
に
畳
録
さ
れ

て
い
る
人
。

"は
こ
の
場
合
に
は
、
転
出
先
由
市
町

村
豊
が
尭
行
す
る
『
現
住
所
地
に
引

き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と
の
証
明
書』

を
投
票
所
へ
持
っ
て
い
か
な
い
と
投

車
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
投
票
で
き

る
場
所
は
、
上
田
市
で
畳
録
さ
れ
て

い
る
投
票
所
で
す
。

市
内
応
転
居
さ
れ
た
人

9
月
幻
日
ま
で
に
市
内
で
住
所
を

啓
し
、
転
居
白
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
る
人
は
、
新
し
い
住
所
地
で
伐
梨

で
き
ま
す
。
9
月
初
日
以
後
由
市
内

転
居
者
は
、
前
昔
前
地
の
投
票
所
で

投
蒸
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
図
書
叩
で
按
思
で
書
忽
い
人

-
平
成
8
年
7
月
4
日
以
後
に
転
入

腐
を
さ
れ
た
入
。

-
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
で
も
、

投
票
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出
し
た
人

.
通
事
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
現
実
に
そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い

人
。

例
え
ば
、
大
学
な
ど
に
暗
宇
田
た
め
、

住
民
裂
を
上
田
市
に
位
い
た
ま
ま
市

外
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、
入
場
券

が
郵
送
さ
れ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

λ
場
券

投
哀
所
の
入
場
券
は
、
郵
送
に
よ
っ

て
お
届
け
し
ま
す
ロ
入
場
券
は
、
郵

便
は
が
き
l
伎
に
世
帯
単
位
白

4
名

辿
記
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
人

ず
つ
切
り
離
し
て
投
梨
所
へ
お
持
ち

:
ご
き
ょ

〈

7
1
E
L

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

や
紛
失
し
た
場
合
は
、
投
露
日
当
日
、

投
票
所
白
樺
貝
に
再
発
行
を
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午

後
6
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
須
川
、

畑
山
、
長
入
、
岩
清
水
、
野
古
白
各

投
票
所
は
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
な
る
べ
く
早
め
に
、
時
間

の
余
裕
を
み
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

技
規
の
し
か
た

-
投
車
の
方
法

白
書
式
投
諜
で
す
か
ら
、
次
申
投

票
用
紙
に
、
候
補
者
白
氏
名
を
い

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
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-
自
八
万
で
書
け
な
い
人
は

投
語
は
、
自
分
で
書
く
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
手
に
け
が
を
し
て
い
た

り
、
宇
を
知
ら
な
い
で
書
け
な
い
と

き
は
、
投
票
所
白
樺
只
が
代
わ
っ
て

1
 

2
 

【

書
き
、
投
一県
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-

経
由
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
、
遣
唐
な
く
申
し
出
て
く
だ

悶

さ
い
。

-
目
白
見
え
な
い
人
は

占
字
で
投
訴
が
で
き
ま
す
の
で
、

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

広111ラ左足ず8

一
票
の
力
が
、

社
会
を
支
え
て
い
ま
す
。

幌
補
者
の
正
名
、

経
睦
、
政
且
な
ど
を

掲
叙
し
た
週
都
公
報
が
号
竹
さ
れ
ま
す
。

自
拍
会
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
が
、
自
柏

会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
直
接
送
遣
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
選
挙
管
理
委
且
金
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
万
一
未
岩
の
場
合
は
、
各
支

所
ま
た
は
市
役
而
に
予
輔
そ
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
山
申
し
出
く
だ
さ
い
ロ



識ときは
不在者投票をE

不
在
者
投
票

投
票
日
に
、
出
張
や
旅
行
な
ど
で

出
か
け
る
人
の
た
め
に
、
投
票
日
前

に
投
票
で
き
る
不
在
者
投
票
白
制
度

が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
選
幸
か
ら
、
本
斤
白
ほ
か

3
支
所
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

-
期
間

叩
月
3
日
開
か
ら
叩
月
間
日
出
ま

で

(土
曜
・
日
曜
も
投
票
で
き
ま
す
)

な
お
、

各
支
所
に
お
け
る
投
票
は

叩
月
刊
目
附
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、

伊
』
注
意
く
だ
さ
い
。

・
時
間

午
前
8
時
初
分
か
ら
午
桂

5
時
ま
で

-
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
室

(市

役
所
南
{
庁
舎
3
階
)
豊
殿
・
塩
田
・

川
西
支
所

.
持
ち
物

入
場
券

(届
い
て
い
る

場
合
)
と
印
鑑
を
持
書
し
て
く
だ
さ

、
。痛

院
怠
ど
で
笹
原
を
行
う
場
合

不
在
者
投
票
日
で
き
る
施
設

(指
定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ
l
ム

な
と
)
に
入
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

出かける時は忘れずに。
不在者投票をすませましょう。

で
、
病
院
長
な
ど
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

-
よ
田
市
内
の
指
定
施
股

マ
国
立
東
信
病
院

マ
安
藤
病
院

マ
千
曲
荘
病
院

マ
上
回
病
院

マ
小
林
脳
神
経
外
科
病
院

マ
柳
沢

病
院
マ
報
恩
寮

マ
長
寿
園

マ

室
賀
白
里

マ
上
回
し
い
の
み
園

マ
し
い
?
の
療
護
国

マ
御
所
苑

マ
ほ
由
ぼ
の

読
な
お
、
不
在
者
役
票
所
に
は
候
補

者
の
氏
名
を
掲
示
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

戸
人
ひ
と
り
の

戸
票
で

投票所が賓更となる自治会 E更撞投票所 投票所変更のー
.... aa‘. 

踏入・泉町 踏入公会堂
J お知らせ

南天神町・北天神町・果平 南天神町公会堂

中村・朝日ケ正 よ田市城下保育園 このたびの選挙から、左記の自治会区

域のかたの投票所が変更となります。
伊勢山・ 富士見台・住吉が丘 伊勢山生活改善センター

くれくれもお間違えのないようにご注

神科神腫・野竹・西野竹 野竹公民館 意 くださ L、。

築
い
て
い
ニ
う
明
る
い
未
来

私たち一人ひとりが政治の主役。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
に
ご
協
力
を

10. 

上
岡
市
で
は
、
選
挙
運
動
用

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
市
内
3
9

4
か
所
に
設
置
し
ま
す
。

候
補
者
は
こ
の
掲
示
場
以
外

田
場
所
に
選
挙
運
動
用
の
ポ
ス

タ

を

は

る

こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す

お
宅
で
は
、
期
間
中
白
設
置
抑
制

所
由
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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だ
れ
巳
で
も
で
き
る

公
平
で
正
し
い
選
挙
に
す
る
た
め
、

法
律
で
は
選
挙
運
動
に
関
し
て
い
ろ

い
ろ
制
限
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
、
だ
れ
で
も
自
由
に
で
き
る
選

準
運
動
の
主
な
も
の
を
紺
升
し
ま
す
。

・
週
畿
運
動
用
は
が
き

選
犠
運
動
用
と
し
て
卓
示
を
畳
け

た

『は
が
き
』
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ

て
知
人
な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、

虚
偽
や
公
共
の
秩
序
、
普
良
な
世
聞

の
な
ら
わ
し
に
反
す
る
こ
と
白
な
い

限
り
自
由
で
す
。
同

一
世
帯
内
あ
て

の
掛
合
の
草
書
き
は
迎
名
で
も
よ
い

で
す
が
、

工
場
、
事
盟
所
、

会
社
な

ど
へ

『御
中
』
ま
た
は
『
御
一
同

昆

な
ど
と
書
き
、
回
覧
す
る
こ
と
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

推
薦
人
と
し
て
名
前
を
出
す
e

」と

も
で
き
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ

た
郵
便
局
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

-
個
人
溝
脱
会

個
人
法
説
会
で
、
応
援
演
説
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
個
々
面
接

電
車
、
パ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上

で
た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
合
う

た
と
き
に
、
そ
の
償
金
を
利
用
し
て

役
認
を
怯
ι相
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

.
電
話
に
よ
る
投
累
依
績

電
話
で
償
供
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も
自
由
に
で

き
ま
す
。

は
っ
き
り
候
補
者
の
氏
名
を
い
っ

て
投
票
を
依
頼
し
て
も
よ
い
し
、
だ

れ
に
か
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
相
手
の
迷
惑
も
考
え
な
い
、
ひ

と
り
よ
が
り
は
、
か
え
っ
て
逆
効
果

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
注
意
が
必
要
で
し
ょ
一
三

こ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
も
、
実
際
に

で
き
る
の
は
、
立
候
補
の
届
出
が
済

ん
だ
と
き
か
ら
投
票
日
目
前
日
ま
で

で
す
。

ま
た
、
公
務
且
や
特
定
白
人
は
、

法
律
で
銃
止
や
制
限
を
畳
け
ま
す
。

し
て
は
い
け
な
い

-
個
別
肪
間
の
禁
止

個
別
訪
問
と
は
、
遣
事
運
動
の
た

め
に
、
補

τ私
し
て
戸
別
に
置
場
人
の

居
宅
を
肋
間
す
る
こ
と
で
す

(官
公

庁
、
会
社
、
工
場
、
耶
務
所
な
ど
も

戸
別
の
な
か
に
入
り
ま
す
)。

ま
た
、

二
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
、

そ
白
状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

玄
関
内
に
入
ら
ず
軒
下
、
庭
な
ど
で

あ
っ

て
も
戸
別
訪
問
に
政
当
し
ま
す
。

単
な
る
あ
い
さ
つ
、
名
刺
を
お
い
て

「

投
察
す
る
時
は
、

政
策
を
よ
く
確
か
め
て
。

歩
く
-
』
と
な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
、

何
人
も
戸
別
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
立
候
補
届
出

後
で
あ
る
か
立
候
補
の
決
意
前
で
あ

る
か
は
問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

0

.
署
名
運
動
の
禁
止

選
第
に
関
し
、
控
票
し
て
も
ら
っ

た
め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目

的
で
、
選
帯
人
に
対
し
署
名
運
動
す

る
こ
と
は
崎
制
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
人
規
投
車
の
公
賓
の
禁
止

選
単
に
関
し
、
公
取
に
就
く
べ
き

人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の
経
過
、

ま
た
は
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
川
ま
す
。

-
買
収
書
応
の
禁
止

週
革
運
動
由
た
め
、

選
挙
人
ま
た

は
遭
拶
運
動
に
対
し
、
金
銭
、
物
品

な
ど
を
贈
勺
た
り
、
約
束
す
る
こ
と
、

ま
た
、
肱
童
物
を
提
供
し
、
芝
屈
や

遊
監
旅
行
に
案
内
し
た
り
、
そ
自
他

相
手
方
に
慰
安
な
ど
を
与
え
て
歓
待

す
る
こ
と
も
買
収
に
該
当
し
ま
す
。

.
遣
事
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
マ
を
と
ば

し
た
り
、
選
準
入
、
候
補
占
、
遣
事

運
動
員
な
ど
を
脅
か
し
た
り
、
抽
出
説
、

集
会
、
吏
通
な
ど
を
妨
出
世
し
た
り
、

選
挙
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
値
い
た
り
、

投
裂
に
干
捗
し
華
備
を
す
す
め
た
り

し
て
選
挙
の
自
由
を
妨
げ
る
と
、
選

挙
由
自
由
妨
害
の
罪
と
な
り
ま
す
0

.
連
呼
行
為
由
制
限

価
人
前
説
会
場
、
街
副
演
説
白
崎

所
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
上
に
お

い
て
の
み
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
病

院
、
学
校
な
ど
の
付
近
で
は
、
静
か

に
す
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
飲
貴
物
の
援
供
の
禁
止

選
革
運
動
に
関
し
て
は
、
そ
の
名

目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
批
食
物

(な

ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
そ
の
ま
ま
飲

企
に
供
し
得
る
も
母
、
例
え
ば
、
料

理
、
弁
当
、
酒
、
ピ
!
ル
、
ジ
ュ
!

ス
、
果
物
、
菓
子
な
ど
)
を
提
供
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
世
補
者
が
選
挙
運
動
員

や
選
挙
運
動
に
使
用
す
る
労
務
者
を

慰
労
す
る
目
的
で
故
蚕
を
提
供
す
る
、

第
三
者
が
候
補
者
を
激
励
す
る
た
め

に
、
陣
中
見
舞
い
と
し
て
帳
補
者
な

、

ど
に
敵
宜
物
を
挺
供
す
る
こ
と
も
い

け

け
ま
せ
ん
。

【

陣
中
見
舞
い
に
品
川
酒
を
持
っ
て
い

ー

く
ニ
と
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
お
茶
や
日
常
用
い
ら
れ
て

肌

い
る
程
度
目
菓
子
は
さ
し
っ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
ロ

引

・
貫
酔
を
張
る
行
為
の
禁
止

-

一

え

選
事
運
動
の
た
め
に
自
動
車
を
連

ラ

ね
、
ま
た
は
隊
ご
を
く
み
、
鉢
書
き

滑

や
旗
な
ど
を
立
て
て
往
来
す
る
こ
と

i

な
ど
は
、
気
勢
を
張
る
行
為
で
、
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ポ
ス
タ
ー
の
制
限

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
を
昼
内
に
也
市
す
る
こ
と
は
、

い
っ
さ
い
臨
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
屋
内
用
と
称
し
て
軍
の
内
側

に
貼
り
付
け
、
通
行
人
に
見
え
る
よ

う
江
こ
と
は
坦
庄
で
す
。

ま
た
、
連
範
明
な
ど
の
ス
テ
y
カ
l、

ポ
ス
タ
ー
も
掲
示
で
き
ま
せ
ん
。

遠
慮
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
と
一
定

の
関
保
に
あ
る
者
が
、
民
収
罪
事
由

罪
を
犯
し
、
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合

に
、
そ
由
選
挙
白
当
選
を
無
効
と
す

る
と
と
も
に
、
立
候
補
制
限
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。
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上信越自動車道 11月14日制開通

いよいよ高速交通網時代の到来
建設中目上信越自動車道のうち、 4諸インターチェ

ンジから更埴シャンクエノヨンまでの13:1日I(延長36.8km)

が、いよいよ11月14日同に開通Lます。

開通を待つ上IJ越道は、東部町境から上ノ原を下り、

まち並みの広がりが盟できる麻時を抜け、日本 の

「上凹ロ ーマン橋』を渡ります。開通時市内は、ここ

まで開定二車線となり、ここから大久保トンネルまで

四車線、あとは暫定二111;線のトンネルです。

通称オカイコ山(虚空蔵I.lDから数本のオーパープ

リッジをくぐり、国道144号を跨いで玄帯山まで来る

と 『上回背平インターチェンジ』の姿が見えてきます。

出口方向へ向かうと、上回で始めて採用された樋Jf3の
屋根を持つ料金所が見え、ここへは国道144号からア

クセスします。

インタ ーから長野市に向かい山裾を走りますと、す

ぐに大久保トンネルが見えてきます、 三重の培をデザ

インした坑口を入り山口トンネル・太郎山トンネルを

依けると蚊械町です。

開通による効果

待望の上信越道が開通を迎え、上回地域もいよいよ

日速交通網時代が到来します。

これにより、上回と首都閣は 2時間10分程で結ばれ

ます。まずこ、長野自動車道ともつながり布地道路が永ッ

トワーク化されたことにより、地域聞の交流はもとよ

り、産業 ・経済の発l韮に大きく寄与すること、さらに

慢性化している市内の交通渋滞が少しでも緩和できる

ことを期待しております。

上信越自動車道 上回菅平インターチェンジ

開通イベントを開催/
高速交通網時代の幕開けをt~意 L て、 開通前にインターチェンジと高速道路本線上にお

いてイベン卜を開惜します。

二のイベントは、日本道路公田町協力を得て上田市と真田町共同主憧により、地域の皆

さんとともに開通を喜び、祝い、感謝を込めて、 高速道路を歩き走り、ふれあう中で、よ

り身近な道路と Lて感じてもらえるような章量あるイベントを開催Lます。おおぜいの皆

さんのご書加をお願いLます。

.上田古戦場ハーnラソン大会
-とき 10月10日同[体育の目] ・9時3日分スタ

一卜(募集は締め切りました)

・ところ 上官越自動車道上回菅平インタ チェ

ンソ

.内容革10回自の大会とし、上回菅平インタ

チェンジから東部暑の丸インタ デエノジに

向かつて、15・10・5. 3.の種目全てが同

時にスタ 卜して、途中折返し、上田菅平イ

ンターチェンジに亘るタイムを取らない、車

しむマラソン大会です。

[ 5 1 広按ラJU:!8. 1且 1 

.ハイウェイ・7ェスタ'96in上回音平
-とき 11月3BI日)[文化の日]午前8時3日分~

午後4時30分

圃ところ 上信越自動車道・上回菅平イノタ チ

ェンン周辺および上回ローマン橋

・内容 「祝う ふれあう ・知る』をテマに、

完成間近の高速道路をゆっくりと眺め親L

むため、一日開放Lます。

当日は、開通セレモニ をはじめ、上回ロ

ーマン槽の宜り初めや凧上げも企画中で、先

に募集した絵画 ・写真コノテス卜の入選作品

の尭衰のほカ¥地域のみなさんにもご春加い

ただくア トラクション、高速道パネル展示、

特産品販売コ ナ 、ちびっこ広場など、盛

りだくさんで開催。
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募集します/

上田市のシンボルマーク

千鈎11[・庫川町位、写真、俳句、短歌

コンクール入賞作品展
干曲111.犀川に関する絵 ・写真 ・俳句 ・短

敢など100点余白展手します

マ期間 10月18日幽から20日(日)マ椙 所

ジャスコ上回腐 マ問い合わせ 管理課 (困

1502)、社北陸建設弘済企(III!旧26.221.5005)

「創造・活力・ときめき のまち上

国 学術研究開l市をめざして 』を

将来都市惟に新しいまちづ くりを進

める上回市と、 今年創立100周年を

迎えた上悶商工会犠所が、上旧市の

いっそうのイメージアッ プのため、

市のンンボルマークを募鼎します。

b応事規定 A4判白色用紙を横

位置で使用(用紙中央12冊 x12皿の

範囲内にデザイ ンし天地を記入。聞

材、色数は自由)。作品裏側に氏名(ふ

りがな)・年齢 ・住所 ・性別 ・職葉 ・

勤務先(学校名・学年)・世話番号 ・

作品目簡単な制作意図を明記(1位

につき l点とし応募点数は制限なし。

未発表作品に限る) t蹄め切り

11月30日出 b審査員馬場雄こさ

ん(東北芸術工科大学教授 ・長野冬

季五輪デザイン検討委日長、上田市

出身)ほか b聾彰最恒需貰 1点

(30万円)ほか。来年 1月上旬入賞者
品目 o20 
盟理 l日110名 j に通知 bその他 探用作品は補作

γ午 o0 する場合があります。また入賞作品
前円先 I

1 id 岩 i 白著作権は主催者に帰属します。b
:時 マ 限 l 応募先〒386上田市大手 1-10

↓士 F)j22上田商工会議所内上田市ンンポル

コ 量 孟 マ i マーク制定委員会事務局(四~5凹)
号み量 tインターネ y トでご置になれます。

創 10料 http://www.umic.ucda.nagano.jp

事26i/emblem/ 

子
育
て
支
援
の
た
め

『摘
演
会
」
を
開
催
!

••• 
保
育
課
で
は
子
育
て
支
援
の

一
環

と
し
て
、
輔
時
拍
開
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
漬
題

わ
が
子
と
と
も
に

(講

師

東
部
町
中
央
公
民
館
長

・
石
川

好
一
さ
ん
)
マ
と
き

叩
月
幻
日

制
午
前
9
時
印
分
か
ら
日
時

マ
と

こ
ろ

南
部
保
育
園
ホ
l
ル
(
常
回

一
丁
目
5
1
l
)

マ
対
量

乳
幼

児
を
も
っ
母
親
(
定
且
は
m
l叩
名
〉

「

マ
申
し
込
み

南
部
保
育
園
相
談

室
〔
岡
8
3
0
9
6
)
へ
叩
月
四
日

幽
ま
で
に
ど
う
ぞ

マ
モ
の
他

若

干
名
目
託
児
白
用
意
が
あ
り
ま
す
。

・
子
育
て
面
接
相
股

{南
部
保
育
園
)

毎
週
火
暇
日
と
木
曜
日
・
午
前
9

時
1
午
桂
4
時

(祝
日
を
除
く
)

-
同
電
信
相
談

倫
理
唖
3
0
9
6
)

月
曜

1
金
曜
日

・
午
前
9
時
i
午

睡
4
時

(祝
日
を
除
く
〉

ご
参
加
く
だ
さ
い
『

創
造
館
の

「催
し
物
」

••• 
・
日
中
シ
ニ
ア
写
真
展

マ
と
き

叩
月
凶
日
加
か
ら
沼
田

ω
マ
入
場

無
料

-
夜
間
パ
ソ
コ
ン
教
室

(賓
計
算
漏
)

マ
と
き

同
月
沼
田

ωか
ら
同
お

日
幽
午
後
6
時
加
分
か
ら
9
時
泊
分

マ
対
車

時
歳
以
上

マ
定
員

叩
月
初
日

5
幻
日
は

高
齢
者
文
化
祭
へ
!

••• 
「熟
年
目
夢
を
咲
か
せ
る
文
化
祭
」

を
テ
I
マ
に
、
作
品
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
成
果
を
発
査
し
ま
す
。
ま
た
、
西

丘
保
育
闘
児
に
よ
る
鼓
笛
隊
と
楽
団

シ
ル
パ
!
フ
レ
ン
ド
の
皆
さ
ん
回
特

別
出
前
が
あ
り
ま
す
。
手
工
芸
品

・

お
や
き
な
ど
申
即
売
コ
ー
ナ
ー
申
ほ

か
、
介
護
教
室
、
ふ
れ
あ
い
市
(
野

菜
・
く
だ
も
の
な
ど
の
却
禿
コ
I
ナ
!
)

も
行
い
ま
す
。

V
と
審

問
月
初
日
由

・
幻
日
町

午
前
叩
時
か
ら
午
桂
3
時

(幻
日
は

午
桂
2
時
ま
で
)

マ

と
こ
ろ

高

、

隣
家
品
開
祉
セ
ン
タ
ー

・中
央
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

マ
送
迎

2
日
間

と
も
送
迎
パ
ス
を
迎
行

マ
問
い
合

わ
せ

高
齢
宥
福
祉
セ
ン
タ
ー

(E

@
4
1
1
9
)
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三好町交番前依"

三好町 1丁目 9;4。.，タ 9:44

.送迎パス時刻表

rr片五 日 Z・9:24

a・"
~町 11:31

四-・Ii 9:20 

9:2市

初期石紛 9:28 

.地下銑"

.，・支1Ji 9:20 I付Il:1.ll11・u。依却

をプパレプン爾 9:27 市役所 包"

AO プ鋤 9:30 セ::'-$1- 9:55 

就
職
相
談
の
つ
ど
い

希
望
者
は
ご
拳
加
を

••• 
就
職
相
談
白
つ
ど
い

金
)
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

叩
月
幻
日
制
午
桂
2
時

か
ら
4
時

マ
と
こ
ろ

上
回
商
工

会
議
所
5
階
ホ
I
ル

マ
対
量

一

般
求
職
者
、
ー
タ
ー
ン
希
望
者
と
そ

の
家
族
(
履
歴
書
を
持
参
し
て
ご
害

加
く
だ
さ
い
)
マ
問
い
合
わ
せ

上
回
公
共
職
業
安
定
所
事
業
所
サ

ピ
ス
部
門
倫
窃
8
6
0
9
)

(就
職
而
接



• 病原性大腸菌0-157の影響に対する低利融資

賞金名 利率{隼} 限度領 備考

倒産防止資金
2.79-6 運転 3000万円 取8.り月?級12R6い臼3期0日間

(県)

不況対策資金
2.7~ 運転油田万円

(市)

病原性大腸菌0・157による食中毒被害のEーにより、亮上揖

少等の膨曹を聖げている中小企業者のかたに対する、低利の制

度融置の畳け付けをしています。業種や売上高について肘象要

件がありますので、事前に市商工睦にご相酷ください。

マ問い合わせ聖11付け上国市世所商工醒 ⑮1403・1404)、
上図商工会瞳所(置ゆ4回目、 よ田市塩田商工会唖~3610). 111 

酉商工会 唖002033)

r 

平
成
9
年
度
保
育
園

「入
園
」
の
受
け
付
け

••• 
各
保
育
園
(
公
・
私
立
)
で
は
、

次
に
よ
り
平
成
9
年
度
の
入
園
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

-
入
国
で
吉
る
基
準

保
育
闘
に
入
閣
で
き
る
基
地
中
は
、

次
申
①
か
ら
⑥
ま
で
で
す
。
な
お
、

同
居
白
親
族
、
そ
め
他
の
人
が
児
童

を
保
育
で
き
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
入
国
で
き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
外
で
働
い
て
い
る
。

②
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
、
日

常
中
垣
市
中
以
外
の
仕
事
を
す
る
た

め
、
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な
い
。

③
母
親
が
出
産
自
前
桂

④
保
護
者
が
病
気

⑤
保
護
者
が
問
居
の
病
人
等
を
看
護

し
て
い
る

⑥
家
庭
の
災
害

・mm方法
各
保
育
園
の
受
付
日
に
、
入
閣
市

鮒
轡
を
鎚
出
し
て
く
だ
さ
い
。
在
園

-平成9年度保育園入園申請書畳付場所および目時

所在地 .，舌

児
、
新
入
園
児
と
も
、
閉
じ
日
に
受

け
付
け
を
し
ま
す
。
申
請
書
は
、
在

園
児
に
は
、
各
保
育
聞
か
ら
お
渡
し

し
ま
す
。
新
た
に
人
闘
を
希
望
す
る

か
た
は
、
各
保
育
園
、
保
育
課
、
各

主
所
ま
た
は
民
生

・
児
帯
血
委
貝
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

-
入
園
申
請
書
以
外
に
必
要
な
書
類

マ
常
勤
の
か
た
源
泉
叡
収
票
白
写

し
ま
た
は
確
定
申
告
書
控

マ
内
職
や
パ
!
ト
勤
務
の
か
た
申

情
替
の
証
明
欄
に
事
業
所
由
証
明

マ
病
人
白
看
護
ま
た
は
保
渡
者
が
病

気
の
か
た
睦
断
書

マ
出
産
前
桂
田
か
た
母
子
健
康
手

帳
マ
身
体
障
害
者
の
看
護
ま
た
は
揮
護

者
が
身
体
障
害
者
自
か
た

身
体

障
害
者
手
帳

マ
保
護
者
以
外
白
同
居
の
親
族

(師

雌
未
満
)
の
か
た
保
育
で
き
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
特
鋼
〈
内
職

証
明
、
診
断
書
江
ど
)

.
乳
児
保
育

乳
児
保
育
を
希
望
の
か
た
は
、
出

生
前
か
ら
受
け
付
け
が
で
き
ま
す
。

母
子
健
康
手
艇
を
持
書
し
て
中
鯖
し

て
く
だ
さ
い
ロ

-
中
進
入
園

年
度
申
途
中
で
保
護
者
の
育
児
休

業
白
轄
了
ま
た
は
緊
急
に
入
国
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
月
か

ら
入
園
で
き
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

保
育
煤
(
困
1
6

3
3
)
 

市役所保育課 11月13日嗣-11月19自制型255TZ里Z酎 附

各保育慣とも受付時聞は正午から午後4降初分までです
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-情報テーブル・

入掲料/A席 5000同/包席 01000同
C席 3D凹円/(当日券500円増し)

A'智・ B席に綾子ベア席があります(500円引き)

チケヲト愈り掻い 奪先雪上沼百武よ図市民会姐上回;組会密書寝

上司帯文化会館

問い合わせ/上図市民会館 (圃泡0762)

'96長野県県民芸術祭県民芸術劇場

東京交響楽団上回公演~ぃω~
11月4日(月)摺
開溝/午後 3時
(開場/午櫨 2時四分)

上田市民会館大ホール

指揮/山岸宜公さん(よ田市出身)

共温/花扉晴葺さん ピアノ

幽自/ シュ ーベルト ロザムンデ序曲

グリーク ピアノ協奏曲イ恒輔

プラームス 交響曲第 1帯

迷宮亘書

官操2
~ J、地

;iZ与
すが

凶
月
1
日
か
ら
千
曲
パ
ス

「
別
所
線
L

が
廃
止
さ

れ
る
白
に
伴
い
、
新
た
に
塩
田

・
川
西
地
区
を

「
8

の
字
」
形
に
双
方
向
で
運
行
す
る
循
環
パ
ス
路
線
が

パ
ス
事
業
者
に
よ
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
パ
ス
路
線
は
、
上
国
交
通
別
所
線
由
主
要
駅

と
を
結
び
付
け
な
が
ら
、
高
齢
者
、
通
勤
・
通
学
費

買
物
客
、
市
施
設
利
用
者
、
観
光
客
等
の
幅
広
い
庖

の
皆
さ
ん
由
利
用
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

マ
運
行
開
始
目

叩
月
1
日

ω
(千曲
パ
ス

「別

所
線
」
廃
止
日
か
ら
)

マ

運
行
経
路

『大
学
駅

前
』
(上
国
交
通
別
所
線
大
学
前回帆
)
1
『
塩
田
町
』

(同
別
所
線
塩
田
町
駅
)
1
『別
所
温
泉
』
を
双
方

向
に
循
環

(距
離
約
お
・

l
畑
、
所
要
時
間
約

引
分
、
パ
ス
停
品
か
所
)

マ

運
行
回
数
・

運
行

時
間
循
環
パ
ス
時
刻
蛮
由
と
お
り

マ
料

金

大

人

3
0
0
円

(子
ど
も

1
5
0
円
)
由
全
区
間

均

一
料
金
。
た
だ
し
大
学
駅
前
1
リ

サ

チ

パ

ク

聞
は

1
5
0
円

(子
ど
も

1
0
0
円
)

マ
そ
の

他
千
曲
ハ
ス

「青
木
線
」
と
重
躍
す
る
路
線
区
間

内

(出
浦
i
横
山
人
口
)
に
限
定
す
る
乗
り
降
り
は

で
き
ま
せ
ん

(ド

ア

ク

ロ

ズ

方
式
)。

道
路
工

事
等
に
よ
り
、
工
事
期
間
中
運
行
路
線
が

一
部
変
更

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ
迎
行

に
つ
い
て

よ
む
観
光
パ
ス
側
(困
@
5
1
2
1
)、

市
役
所
交
通
対
策
課

(困

1
5
6
1〕

[ 8】10. 広喜Fラ~!t! 8.
コース・写し鎗の巻J(募集人強16組、番参加費1000円)

ホームペーν作成講座J(募集人数16組 重参加費2000内)



• 電話の加入権公売 JR信越線に蒸気機関車が走ります
市覗などの滞納処分による、電話加人権の公売を行い 信州キャンペーンの一理として、的33年ぶりに JR惜

ます。 越線に覇気機関車 (D5I)が走ります。

bとき 11月13日嗣午前 9時45分から bところ 上 c>運転回 10月26日出 ・同27日問、 11月 1日出~岡 4日明)

田市役所南庁舎5階第 3・4会議室 bその他 詳しい b運転区間長野駅~上回駅、上回駅~軽井沢駅 b指

内容は、 「広報J10月 16日号でお知らせします。 c>問 定席券 乗車日の 1か月前から尭売 b申 し込みお近く

い合わせ 収E提訴 (困 1301-1303、直通四)@5117) の JR各駅へどうぞ。c>問い合わせ 観光課(困 1422)

.循環パス時刻表
大学駅前発~別所温泉~大孝駅前者

••• 
大学

大学駅前 発 ，:，7:∞ 7凶 10仰 12:30 14初 16:30 

長野大学 ~;. 7:02 7:52 10:02 12:32 14:32 16:32 

思前発時 リサチパヲ ー;'7:04 7:56 10:06 12:36 14:36 16:36 

富士山 -:，7:15 8:10 10:20 12:50 14:国 16国
( 塩

鈴子 ';'7:17 8:12 10:22 12:52 14:52 16:52 
国

東前山

J酋" 

';，7:23 8:18 10:28 12:58 14関 16:58 

塩田病院 ..・7:27 8:22 10:32 13:02 15:02 17:02 

別所温aT R 守

川酉痛院 自:28 10:38 13伺 15ω 17:08 

白銀 8:36 10:46 13:16 15:16 17: 16 

越p 8:41 10:51 13:21 15:21 17:21 

別所温県 着 8切 11∞ 13ω 15叩 17:30 

3制 "J所温泉 発 ..・7:10 9∞ 11:10 13:40 15:40 17:40 
所

山国 .:・7:14 9:04 11:14 13:44 15:44 17:44 温

a拠 王子 ，;，7:19 9ω 11 19 13:49 . 15:49 17:49 

'ー塩 東前山 ':'7:29 9:19 11:29 13:59 15;時 17:59 
国 塩血病院 十7:34 9:24 11:34 14:04 16制 18:04 

" よ'J'島司院 4・7:34 9:30 11:40 14:10 16:10 18:10 
駅

病院入口 ';'7:45 9:36 11:46 14:16 16:16 18;16 
前司
f予 大学駅前 貨 ー;・7:46 9:37 11:47 14:17 16:17 18:17 

新
し
い
自
分
を
発
見

女
性
い
き
い
き
講
座

あ
な
た
は
今
、

て
い
ま
す
か
。

日
々
白
忙
し
さ
の
中
で
、
自
分
ら

し
さ
を
見
失
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
が

ん
ば
る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

マ
畳
購
料

無
料

マ
定
員

別

名
(
応
募
が
多
数
の
騒
音
は
抽
選
)

マ
申
し
込
み

凶
月
H
日
開
(
必

着
)
ま
で
に
市
役
所
企
画
課
女
性
政

荒
担
当
(〒
3
8
6上
岡
市
大
手
1

u
m
)
へ
は
が
き
で
お
申
し
込
み

い
き
い
き
と
輝
い

く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合
わ
せ

謀
(
固
1
2
2
4
)

ム
且二一

闘

-女性いきいき情座日程と向容

..，‘「貸しく生きるために」

府別
別所温県 発 8:15 10叩 12:30 14:却 16:30 

錨p 8:24 10:39 12:39 14:39 16:39 

契温泉 白銀 自:29 10:44 12:判 14:44 16:44 

川西病院 8:37 10:52 12:52 14:52 16・52
塩 塩田病院 8:43 10:58 12:日 14関 16関
図

東前山
JII 

8:47 11;02 13:02 15;02 17;02 

酉) 鈴子 8;53 11 ;08 13:閲 15朗 17:08 

大掌
富士山 8:55 11 :10 13:10 15:10 17:10 

リ廿 予パヲ 9:09 11:24 13:24 15:24 17:24 

駅前行 畏野大学 9:13 11:28 13:28 15:28 17:28 

大祭駅前 漕 9:15 11:30 13:30 15:30 17:30 

文 大学駅前 ，を 9:25 11:40 13:40 15:40 17:50 
掌

病院入口 9:26 11:41 13:41 15:41 17:51 駅

宵官 よ小島 9:32 11:47 13:47 15:47 17:57 ，地

泊 塩田病院 4・7咽剖 9:38 11:53 13:53 1広田 18:03 
園

東前山 4・7:42 9:43 11:58 13由 15羽 18:08 
知l

王子 .:・7:52 12:08 所 9幻 14:08 16:08 18:18 
温

山図 十 7:57 9:58 12:13 14:13 16:13 18:23 県
事守 別所温東 JI ー:-8:01 10:02 12:17 14:17 16:17 18:27 

別所温泉尭 ~ 大学駅前 ~ 別所温泉着

賢
い
消
費
者
に
な
る

「消
費
生
活
教
室
」
へ

••• 
広
告
白
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に
か
か

ら
な
い
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
訴
前
会
で
す
。

お
気
軽
に
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

凶
月
日
日
働
午
桂
l
時

加
分
か
ら
同
3
時
却
八
万

マ
と
ニ
ろ

県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ

2
階

(材
木
町
)

マ
寓
題

『
広
告
の

中
由
時
と
し
穴
』

マ

講
師

側
日

本
広
告
審
査
機
構
事
務
局
次
長

・
市

川
孝
さ
ん
マ
畳
稿
料

無

料

マ

申
し
込
み

ゆ
月
日
日
幽
ま
で
に
生

活
環
境
課
(
困
1
3
8
9
)

込
み
く
だ
さ
い
。

『国
立
東
信
病
院
』
で

家
庭
介
護
教
室
開
催

••• マ
と
き

川
月
山
日
出
午
後
2
時

マ
と
こ
ろ

国
立
東
信
病
院
マ

内
容

か
ら
だ
白
ふ
き
方
(
入
泌
気

分
に
な
れ
る
清
潔
方
法
)
マ
定
員

加
名
(
電
話
で
受
け
付
け
。
先
着

順
)

マ
書
加
料

無
料

マ
そ
の

他

ス
カ
ー
ト
を
避
け
身
軽
な
服
鼓

で
ご
書
加
く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合
わ

せ

国
立
東
信
病
院
継
続
看
護
研
究

会
(
回
@
1
8
9
0
困
2
0
3
)

"月"目より ，"3固まで陪終目還行しませんa

.10月13回目午後 1時30分-，マルチメディア忍者修行

.10月178蜘午後8碕30分-，アフター 5セミナーー ホ

.問い合わゼ/メディアランドUEDA(圃3910∞)

運行しまぜん

メディアランドUEDAの催し

聞は目嘱祭日

へ
申
L

1 10. 広重Fラ.A!:!8. 1
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月日 惜し 開禽時川 入場 問い合わせ

細/6 畳野大学吹婁学部
星野大学 l

13:3ゆ ..科 赤纏
{目1 定期潤嚢会

@0248 

IZtlJ 盆剛山町劇団公，寓 "∞ 要事理勢 @0049 
18:30 

協働
スキー映画のタベ

18:30 前売り
@0401 i とトータショー 1200円

日本舞踊西川流
2O'Sl 

慣高金舞踊公演
10:00 無糾 。1611

罰法} 平成8年茸伝流 9:45 
傾斜 01421 Z!IB) 大正琴昆野県大会 9:30 

阻害0762.二の丸 1-2 上田市民会館

お年寄りの『ぽけ』についての相談会
マと吉 10月21日明午桂 I時~同 4時30分 マとこ

ろ 高齢者福祉センター マ相鮫担当者 国立小諸療

聾所・期内静子さん マ相鮫料 無料 マ申し込み

個人相談で予約制です。相談を希望されるかたは、 10

月18日制までに申し込みください(定且 3名程度)。

マ問い合わせ 高齢者福祉センタ (圃ゆ4119)

10/5 生産学習陣潰会

"∞ 
塗理券

中@失0公7民"ω (JI!上哲，古さん'.浩擢吉さん) ωo内 60 

IZtlJ 
事2日固定期演奏会

18:30 "∞円 @2762 
ギターマンドリンの音婁

潰 a陣
実行委員会

淑刈 f膏い空が見えるまで」 18:30 有料 @2135 
公 ;貧

思~
星月夜コンサー ト

18:30 有事ヰ
0261 

~サヰソフ耳ン潰要~ @1689 

皿制760.材木町'-2-3上田市文化会館

事
故
や
災
害
に
備
え

救
急
法
講
習
会
開
催

••• 
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
事
故
や
災
害

な
ど
に
遭
っ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
、
適
切
な
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
尊
い
命
が
守
ら
れ
、
被
害
を

最
小
限
に
企
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
正
し
い
故
意
法
白

-上園原1640-上田市創造館
亨どもの纏利条約
フェスティパル

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
緊
急
時

に
必
要
な
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
、

救
急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

日
月
9
日
出

-m日
嗣
-

M
自
由

・
日
日
仰
の

4
日
間
(
午
前

9
時

1
午
後
4
時
叩
八
万
)
マ
と
こ

ろ

上
田
市
福
祉
会
館

(
市
役
所
斜

め
向
か
い
)

マ
定
員

初

名

(

先

岩
順
)

マ
書
加
料

3
0
0
0円

マ
間
宮
内
容

人

工

呼

唖

・
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ

・
止
血
・
傷
の
季
a
当
て

・

三
角
巾
の
使
用
法
な
ど

マ
服
輩
・

持
ち
物
実
技
の
で
き
る
服
装
、
輩

記
用
具

・
昼

宣

マ

そ

の

他

企

課

程
を
終
了
し
た
か
た
に
は

「
救
急
法

一
般
講
習
終
了
証
」
を
、
ま
た
、
検

定
を
希
望
し
て
合
格
し
た
か
た
に
は

「
救
急
法
一
般
講
習
合
絡
証
」
を
差

し
上
げ
ま
す
。

マ

申
し
込
み

電
96県写真展

セレ齢41J1丸子町文化会館

東部町文化会館
東緑町の.民鍵窃

と山本鼎慶

話
で
日
月

7
日
附
ま
で
に
福
祉
課

(
困
1
6
0
7
)
ヘ

マ
主
催

日

本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

人
工
透
析
の
通
院
費

一
部
を
補
助
し
ま
す

••• 
市
で
は
、
人
工
透
析
の
た
め
通
院

し
て
い
る
か
た
に
、
通
院
自
の

一
部

を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
象
市
内
に
居
住
し
て
お
り
、

じ
ん
臓
機
能
障
害
に
つ
い
て
身
体
障

害
者
手
帳
由

1
級
を
認
定
さ
れ
て
い

て
、
片
道

2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
白

距
離
を
通
院
し
て
い
る
か
た
。

マ

由叩
帽
間
期
限
凶
月
白
日
附

ま

で

マ

申
欄
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
困

1
6
0
2
)
 

マ
幼
児
用
補
助
便
座

マ
女
児
周

服
(
田
1
1
2
0
咽
)

マ

郷
市
ガ

ス
用
オ
ー
プ
ン
レ
ン
シ

マ
ェ
ァ
ー

ポ
ッ
ト

(1
・
9
f
)

マ
食
器
乾

燥
機

マ
冷
磁
雌

(1
ド
ア
)

マ

木
製
y

ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

マ
マ
ッ
ト

レ
ス

〈シ
ン
グ
ル

・
ダ
ブ
ル
〉

マ

足
際
み
式
ミ
ン
ン

マ
ス
ピ
ド
ス

ケ
ー
ト
靴
(
白
咽
)

マ

竹
刀
(
大

人
用
)

マ
そ
ろ
ば
ん
マ
賞
状
川

額

マ
小
学
生
用
腰
機
け

司
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
シ
ー
ト

マ
ベ
ビ
ー

サ
ー
ク
ル

マ
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

マ

ペヒ
l
カ
l
(
A
型
)

マ
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
マ
パ
ソ
コ
ン

マ
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ

マ
ラ
ジ
カ
セ

マ
mm除
後

マ
郷
市
ガ
ス

m
aろ
二
人

マ
石

油
ふ
ろ
釜

マ
事
務
飢

マ
げ
た
箱

マ
食
阜
テ
ー
ブ
ル

マ
洋
服
た
ん

す

マ
老
人
周
手
綱
押
し
耶

マ
盛
且

マ
小
型
生
ご
み
た
い
肥
化
容
器

マ
畳

マ
授
業
用
教
科
書

(小
学
6

年
1
中
学
3
年

m)
マ
学
生
服

(
上
下
、
ウ
エ
ス
ト
帥
叩
〉
マ
ス

ク
ー
ル
水
着
(
女
性
用

1
4
0
岨
)

マ
洋
服
(
女
性
用
、
士
4
6
年
S

中
学
生
用
}

[10l 1 10， $16ラZ足'!8



アJ

司フわ
株
フ

欧
間

叫

m
ト
柿
m防

相

0
・
宙
開

γ

Mm

向
・
・

涜

用

目

前
・
由
l

友

F
l エ

上
岡
市
の
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
、
中

草
人
民
共
和
国

・
率
波
市
町
有
名
ホ
テ
ル

の
料
理
長
5
人
を
招
い
て
、
本
場
寧
披
白

料
理
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

日
月
山
田
川叩

・
日
日
附

(い

ず
れ
も
午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
で
)

マ

と
こ
ろ

さ
さ
や

(中
央
2
丁
目
)

マ

会
費

5
0
0
0円

〔料
理
代
の
み
。
敢

み
物
は
別
料
金

)

マ

応
募
方
法

往
復

は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

(①
返

信
用
は
が
き
に
は
、
あ
て
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
②
軍
旗
等
白
場
合
は
、
連
名

で
申
し
込
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
③
一電
話

番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
④
希

望
す
る
日

(ロ
日
か
日
日
)
が
あ
れ
ば
記
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<9∞〉 集合
く 9:10> 出発

司V
クリーン.ンター

V 
浄水管理センター

V 
中央公民館

(昼食 感談会〉
V 

よ図古磁楊公庫

〈県営野磁場)

マ
くi5却〉

11月6臼槻

< 9:00> 集合
く 9:10> 出発

V 
クリーンセン，ー

v 
h値圏西ヂイサーピス

セ y タ-

v 
'"防本郷

〈昼食 ・矧般会)

マ
アク 7プラザ上凶

V 
くi5ω〉

輔の7リ・トク (参加制)
10月14日明)午後 1時30分-4時

中央公民館 3階大会描室

・緑白保全、花いっぱいの地域

づくり緑化推進のとりくみなど

個人や団体 ・企業の活動の紹介

・緑と花白まちづくりをテーマ

に自由な意見交換

記念行事にご参加ください

10月は都市緑化月間

+躍。ギャラ1)-'96 
10月10日同・ 11日幽

ジャ スコ上回庖ふれあい広場

叩月12目出-15日側

文化センター l階展示室

-園調理明司E習慣四国圃

『公証週間』

解散解散

10月 1日から 7日までは

解散

1 70. 』古書Fラ.:f.!:!81
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~tlÞ .来て、見て、聴いて/W健康教室』へ

いつまでも健康な生活を送っていただくため、保健

補導貝が中心となって 「健康教室』を聞きます。どな

たでもお気軽におでかけください。なお、40歳以上で

健康手帳をお持ちでないかたには当日お症しします。

ム問い合わせ 健康推進諜 (困1625)

圃 『健康教室J10月の日程表

月日 時間 場所 割医師 内容

10/1刷 1315初30~ 愛公宕会町堂 紫養士 元気で畏生きの陪

10/16蜘 13: 30- 上創造館回 薬剤師 救急霊の占星Z法と
15 初 しい 飲み方

10/1蹴創 13 鈎羽~ E右 E 栄養士 元気で愚生産の話
15 

10/18樹 131530羽~ 秋自治会和館 薬剤師 正飲しい叢わの欽み方失(こんな
みあせ"大丈 7等)

10/21側 1151Z52ESEZ高働者の健康体操

今年から、病院 ・医院で結果をお渡しします (市か

去鼓悪感匁虫組主ゑゑゑゑぷ懇意i広忠£ι
基本健康診査は、凶器 ・身体計測 ・尿検査 (4項目)

・血液検査 (7項目) ・茸血検査 (3項 目) ・血糖検

査 ・心包囲検査、さらに医師が必要と認めた場合は、

眼底検査を行ないます。

マ実施時期 ① 9月 1・2・6・12月生まれ白人

(送付済) ②10月 3・4・5・11月生まれ白人

③11月 7・8・9・10月生まれの人(※受診票を畳

領してから、1ヵ月以内 ぐらいにお畳けください) マ

畳診料 l凹O円。 術医院の意口でお支払いください

(70歳以上白人などは無料になります白で、保険誌な

どをお持ちください)。 マ畳陰場所 上田市内白病

院または医院で、電話などで予約のうえ受診してくだ… さL、。

『基本健康診査』.受けましょう/

ム対象者 ①平成 6年12月 1日から 7年 HJ31日ま

でに生まれたお子 さん。 ②平成 6年 11月初日以前の

出生で、麻しんの予防接種をうけていない 7哉半未満

白お子さん。 ム実施時期 11月 1日幽~同30自由。

お子 さんの健康状態由良い日を選んでください。 ム

実施場所 別表白委託医療機関。事前に電話などで連

絡してからお受けくださ L、。接種料金は輔料です。

ム持ち物 母子健康手帳 (持害していないと畳けられ

ない白で注意してくださ L、)、体温計 ム達意事項

①予苦票は委託医療機関にあるものを使用してくださ

い。②体温は接種目直前に医療機関で計ることになり

ますので、できるだけ体温計を持参してください。

※対量者にはハガキ町通知がでます。

(困1626)-麻しん(はしか)予防接種

健康推進課

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み育てていくためのお手伝いをさせていただく

のが母親学級です。予約は不要ですので、直接どうぞ。

マ対量 妊娠中白人 (出産予定日 =平成9年 4月ま

で) マ ところ 塩田母子健康センター (匪隠 3149)

マ持ち物 母子健康手帳、筆記用具 マその他 テ

キスト代 (実質〕が必要です。 マ問い合わせ 塩田

支所 (圃ゆ 3000)

. ，母親学級」の日程と向容

『母親学級』.お産の不安を和らげる

和方肉料(寝悶新町)

間
一伽
一山
一
伽
一脚
一伽
一向
一町
一例
一町
一
山
一例
一山
一山
一
ω一側
一伽
一山
一
伽

.'麻しん予防接種』聾託匿療機関(50音順)

医療機関名 (自治会名)

減荷医 院(御 所〉

盤国医撲(下総屋町)

日新賞病院(馬繍町)

橋本医 院(舞 図)

字国軍環器科附科医陵伸之鉛

纏こどもクリヱヮタ伸之鉛

医療視聴関名〈自，台会名〉

奪沢内科医院(下吉司〉

荒井医院(下総屋町〉

飯島医院 〈築地 〉

池恩クリニョク〈川田前〉

よ毘病院 (松尾町)

上回生飽診穣所L上温尻〉

松尾内山小児科医院作常岡

原内科医院(中之条〉

宮極'"附小児科医院作鷲宮田

宮下内科小兜科医院は淘

村よ医院(末広町〉

室賀惨療所(上室賀)

柳沢病院〈北大手)

上回原クυニックG胆珂7

神蔵クリニ γ ク(畏島)

川西病院 〈傑野)

川西生飽..療所位古図)

小弁士内科医院(下川厩柳町1

甲図内科小児科膨護所信神)

柑醐嗣掛聞 出醐町

玉野医院〈下小島) 山福内科医院(別所)

山鑓医院 (圏分 )

山図内科医院(下之劃

吉国こども医院(踏入〉

斉藤外科医院(下青木)

ささき小児科医民(出。

佐磁医院 〈五加 )

佐Ji胃鍋同内科医陵情"'"

塩園病院 (中野)

/<1 .・ .....豊殿・塩田 ・

川西支所・市役 所 で
E直面開輝週

回 月日 内容

1 110月23日制 妊恒中の生活~産後の心得丈夫な歯をつくるために

2110月30日刷 赤ち世んの栄養(母乳常聾)/お母さんの栄養'"食)

J 111月日日嗣 呼唖珪と妊蝿体撞(実践)/仲間づ〈り (グループワ日夕)

4 111月138刷 赤ちゃんの生活と保育/お風呂の入れ方(実習)

5111月20日附 鴎潰[子育てと捜子の幹1/先輩ママからのメγセージ

1
 

2
 

1
 

【1 10. 

;! ， ~MI;l午後 1 時30分- .拷 {*(j付げ"午後 1 時から}
;，' 11m自の縛，.陥也プラν コマプ手鎗

広品買うえr.t8

いままで不在者投票は、市役所南斤舎の選挙管

理委員会室でしか聖け付けておりませんでした。

選挙管理委員会では、 10月10日執行田長野県知

事選挙から、市の 3支所においても不在者投票を

聖け付けることとしました。

選挙当日旅行や仕事で投票できないかたは、ぜ

ひ畳寄りの不在者投票包融所で投票してください。

.よ田市選挙管理垂員会事務局 (困 1761)

※くわしくはr広報J3ベージをご置ください。
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